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研究成果の概要（和文）：　本研究は、英語圏の外国語教育の目的・現状調査に基づき、英語と連携するフラン
ス語教授法の構築を目指す。英語圏での関連学会への参加、現地のフランス語教員へのインタビューなどを行
い、国際研究集会を数回開催した。日本のフランス語教員約100人を対象として「学習者の英語の知識と連携し
うる〈フランス語教授法〉の構築についてのアンケート」を実施し、分析した。学習者向けの「英語と連携する
フランス語教授法」のサイト（ Francais et Anglais - Comparons ces deux langues ）の構築を開始し、フラ
ンス語の文と英語の文を対照的に示し、類似点と相違点について解説している。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to investigate the purposes and current 
status of foreign language teaching in English-speaking countries, and then to construct a French 
teaching method with English as a clue. We participated in academic conferences in English-speaking 
countries, interviewed local French teachers, and organized several international research 
conferences. We conducted a "Questionnaire on the Construction of a French Teaching Method that can 
be linked with Learners' Knowledge of English" for French teachers in Japan. We created a website 
for learners on "French teaching methods that can be linked to English" (Francais et Anglais - 
Comparons ces deux langues), contrasting French and English texts and explaining similarities and 
differences.

研究分野： 外国語教育、複言語教育、複文化教育

キーワード： フランス語教育　フランス語教授法　複言語教育　英語圏の外国語教育　英語の知識の応用　French Di
dactics
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　従来、日本の大学では第２外国語として学ぶフランス語を、英語と関連づける方法は推奨されてこなかった。
だが、グローバル化が進み、学習者の英語の知識や英語運用能力と連携する「フランス語教授法」を構築する必
要性があると感じている。「複言語教育」という観点からも、学習者が複数の言語でコミュニケーションを行
い、隣接言語の相互理解を通じた「複文化教育」も求められる。フランス語教員約100人へのアンケートをもと
に、学習者向けの「英語と連携するフランス語教授法」のサイト（ Francais et Anglais - Comparons ces 
deux langues ）を構築したので、今後、充実させる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

21 世紀における急速なグローバル化の中で、外国語運用能力の向上、積極的に外国語で発言 
し、ディスカッションする姿勢の養成が大学教育に求められている。経済面の国際競争のためだ
けではなく、観光やオリンピックのために日本を訪れる他国の人々や、労働力不足の日本に働き
に来る人々と円滑なコミュニケーションを図るため、必要に応じて、英語、そのほかの言語で応
対し、異なる言語文化圏の人々と協調して共生できる若者の育成が必須である。小学校からの早
期英語教育の枠組みが整いつつある現在、日本の高校生・大学生の英語運用能力は今後、徐々に
伸長すると予測される。そこで、学習者が第一外国語として長年学習してきた英語の知識や英語
運用能力と連携するようなフランス語教授法の構築を考えている。そのためには、まず、英語圏
（英国・米国・カナダ）における外国語（または第二言語）教育の目的・現状調査を実施し、実
際の授業で使える教材を試作後、その有効性も検証したい。 
 なお、二つの言語の連携に関する理論としては、トロント大学の Jim Cummins (1979)が、母
語と第二言語に関して「相互依存仮説」(Interdependence Hypothesis)を提示し、二つの言語が
深層部分で共通する言語能力の領域を持つがゆえに、両言語に共通する言語能力をどちらか一
方の言語によって高めることができると論じたことに依拠している。この理論を日本の学生が
学ぶ二つの外国語、本課題の場合、英語とフランス語に適用して、両言語の運用能力がどう伸長
するのかを把握しうる教材を目指したいという計画がある。 
 

（Cummins, 2005より引用） 

 

２．研究の目的 
 
本研究では、英語圏の外国語教育の目的・現状調査、とくに英語圏におけるフランス語教育に

関して、その目的と達成目標、授業の様子などについて具体的に調査し、日本で活用できるよう
な「英語と連携するフランス語教授法」を構築し、実際に教材を作成して、教授法と教材の有効
性も検証することを考える。複言語教育、複文化教育という視点からも、言語の異なる人々と複
数の言語で意見交換でき、グループのなかで必要に応じてコード・スイッチングができるだけで
なく、相互理解を深めるための異文化間能力を備えた人材を養成する方法を検討する。 

 
 
３．研究の方法 
 
 英語圏の外国語教育の現状調査のために、研究代表者は英国のブリストルで開催された学会
（Association for French Language Studies Conference 2019）に参加し、英国におけるフラン
ス語教育に関して、複数の英語母語話者にインタビューを実施した。また、カナダのオタワで開
催された学会（2019 International Conference on Task-Based Language Teaching）にも参加
し、英語・フランス語の二言語使用が推奨されているバイリンガル都市オタワにおいて、カナダ
連邦政府の公務員に求められる「英仏バイリンガル」の能力養成のための機関を訪ね、インタビ
ューを行った。 

2021 年 3 月、日本フランス語教育学会（Société Japonaise de Didactique du Français）な
どのメーリングリストを活用して、オンラインでのアンケートを実施した。日本語・フランス語
の二言語で「学習者の英語の知識と連携しうる〈フランス語教授法〉の構築についてのアンケー
ト」という名称で実施したところ、約 100 人のフランス語教員からの貴重な回答を得た。回答
教員の内訳は、日本語母語話者が３分の２、フランス語母語話者が３分の１であった。アンケー
トの集計、データ分析を行った後、質問項目間の相関関係等を調べ、共同研究論文を作成中であ
る。このほか、定性調査として、フランス語教員への個別インタビューも実施した。 

2000 年以降のコロナ禍の影響で、英語圏のフランス語教育に関して現地調査はできなくなっ



たが、研究代表者が American Association of Teachers of French の大会にてオンラインで発
表を行ったほか、国際研究集会やワークショップを複数回、オンラインまたはハイフレックス型
で開催した。 
学習者向けの「英語と連携するフランス語教授法」のサイト（  Francais et Anglais - 

Comparons ces deux langues ）を開設し、初級レベルから少しずつ構築している。今後、その
有効性を検証したいと考えている。 
 
 
４．研究成果 
  
本研究課題と密接な繋がりがあるフランス語教育、複言語教育に関する雑誌論文は 8件中 7件

であり、西山教行が「京都大学におけるフランス語教育の変遷と課題―1949 年から 21 世紀にい
たるまで―」（2022）、「Représentations du français à travers des rencontres postcoloniales」
(2022)、「多言語とカリキュラム計画：複言語主義の観点から」（2021）、國枝孝弘が「外国語学
習における相互文化教育を通したリフレクションと批判精神の育成について」（2019）、中村典子
が「アクティブ・ラーニングの実践とその射程―外国語教育と言語文化教育の２つの側面から―」
（2022）、「英国における外国語としてのフランス語教育」（2021）「Certaines différences 
interculturelles à respecter dans le cadre des exercices de communication en classe de 
FLE」(2020)を研究論文として発表した。 
学会発表等は 36 件あり、そのうち 33 件が本研究課題に関係する。代表的な発表が、大木充の

「CARAP(FREPA)と AI 時代に求められる教授法」（日本外国語教育推進機構 JACTFL の招聘講演、
2021）や「日本における複言語・異文化間教育の社会的ニーズ」（第 37 回関西フランス語研究会、
2023）である。 
９件ある図書のうち、共訳本 1件を含め、フランス語教育に関連する図書は、西山・大木を中

心に 7 件に上る（ただし、他の科研費の研究課題での研究を含む）。 
主催した国際研究集会としては、2022 年５月、米国のフランス語教育の専門家２人を招聘し

た「L’enseignement du français langue étrangère aux États-Unis :アメリカ合衆国におけ
るフランス語教育」（Zoom による）、その後、2023 年３月、カナダの高校とアメリカの大学にお
けるフランス語教育の実際を知るための「北米の英語圏におけるフランス語教育をめぐって」
（Zoom による）を開催した。アメリカやカナダのフランス語教育の現場からの声として得た情
報は、アメリカもカナダも中学または高校から外国語としてのフランス語を学習していること
が多いが、文法事項を特に取り出して教えることはなく、ましてや機械的に文法の練習問題を解
くようなことは、ほとんどないらしい。その代わりに、学習者本人にかかわる日常生活の出来事
などを写真や絵を使って、学習者本人に口頭あるいは文字にて説明させるのである。したがって、
受験とか資格取得のための外国語という発想は皆無に思われる。アメリカの高校の教員たちに
よれば、フランス語は、スペイン語や中国語と履修者数を競う科目ではないらしい。というのも、
生徒たちは、むしろ化学や物理の代わりに外国語科目を選択し、楽しく学んで目標言語でのコミ
ュニケーション能力を伸長したいと望んでいるのである。英国の場合は少し異なるが、北米の英
語母語話者にとっての外国語学習は、特に初級レベルにおいては「楽しみ」を伴う、コミュニケ
ーション中心の授業でなくてはならないと感じられる。日本の大学での第二外国語の授業を学
生たちがどのように感じているのか、今後、調査してみる必要があろう。 
また、2023 年 3 月の国際研究集会「複言語主義の多元性をめぐって La diversité et la 

pluralité du plurilinguisme」を共催し、國枝と中村で「他の言語を学ぶにあたって、学習者
の持つ英語の知識はどのように活用できるか?」と題したワークショップを実施し、フランス語
以外の外国語の担当教員からの意見も得ることができた。また、国際研究集会「複言語の横断性
を考える」（2024）と公開研究会「CEFR2001，CEFR-CV と仲介，複言語・複文化―日本語と外国語
―」（2024）の２つを共催した。 
学習者向けの「英語と連携するフランス語教授法」のサイト（Francais et Anglais - Comparons 

ces deux langues）は少しずつ構築中であり、同一場面で用いるフランス語の文と英語の文を対
照的に示し、共通点と相違点についての解説を加えている。主として、初級学習者向けのコンテ
ンツから公開しているが、今後、中級レベルまで展開する予定である。教材の有効性については、
当該サイトを使用した学習者やフランス語教員からの意見を取り入れ、できる範囲で改善を図
っていく。 
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